
紹
　
介

岡
田
俊
裕
編
・
解
説

『
日
本
の
地
理
学
文
献
選
集
』

（
全
十
七
巻
）

1
・
π
最

　
こ
の
た
び
、
こ
れ
ま
で
日
本
地
理
学
史
研
究
を

精
力
的
に
進
め
て
き
た
高
知
大
学
教
授
岡
田
俊
裕

氏
に
よ
り
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
地
理
学
関

係
主
要
文
献
が
編
集
・
復
刻
さ
れ
、
『
日
本
の
地

理
学
文
献
選
集
』
と
し
て
ク
レ
ス
出
版
よ
り
刊
行

さ
れ
た
。
同
出
版
社
は
、
「
学
術
研
究
に
必
要
な

貴
重
か
つ
入
手
し
に
く
い
資
料
や
文
献
を
皆
様
に

提
供
」
す
る
こ
と
を
そ
の
趣
旨
と
す
る
と
い
う
が
、

本
選
集
の
鳩
版
は
地
理
学
界
か
ら
み
て
も
、
お
お

い
に
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
本
選
集
の
収
録
範
囲
は
、
小
川
琢
治
（
1
一
第

五
巻
、
H
一
第
二
巻
）
、
山
崎
直
方
（
1
…
四
、

H
l
一
）
ら
、
地
理
学
プ
ロ
パ
ー
の
学
者
の
著
作

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
河
田
　
罷
、
坪
井
九
馬
三
、

内
田
銀
蔵
、
久
米
邦
武
、
吉
田
東
伍
、
喜
田
貞
吉

ら
、
ひ
ろ
い
意
味
で
の
門
歴
史
地
理
学
者
」
（
I

I
六
）
の
著
作
や
、
せ
ま
い
意
味
で
は
地
理
学
者

と
は
い
え
な
い
内
村
鑑
三
（
I
l
三
）
、
新
渡
戸

稲
造
（
I
I
三
）
ら
の
地
理
挙
的
な
著
作
に
も
お

よ
ん
で
い
る
。
ま
た
、
『
地
理
と
歴
史
』
（
地
理
歴

史
学
会
）
は
そ
の
全
号
の
復
刻
が
収
め
ら
れ
て
い

る
（
工
－
七
、
八
）
。
本
選
集
に
収
録
さ
れ
た
文

献
の
多
く
は
、
現
在
で
は
所
蔵
機
関
の
少
な
さ
と

資
料
の
材
質
上
の
劣
化
な
ど
の
た
め
、
し
だ
い
に

閲
覧
が
不
便
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
不
便
さ
の
解
消
に
資
す
る
も
の
と
し
て
、
本
選

集
刊
行
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　
さ
て
、
本
選
集
は
一
八
八
九
年
か
ら
一
九
〇
七

年
掛
で
の
文
献
を
工
（
金
九
巻
、
「
近
代
地
理
学

の
成
立
葡
夜
」
）
に
収
め
、
一
九
〇
八
年
か
ら
一

九
二
五
年
ま
で
の
文
献
を
∬
（
全
八
巻
、
「
近
代

地
理
学
の
形
成
」
）
に
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
晴
代
区
分
と
文
献
の
取
捨
選
択
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
編
者
の
地
理
学
史
観
に
も
と
つ
く

も
の
で
あ
る
。
1
、
H
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た

「
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
編
者
が
一
八
八
九
年
、
一

九
〇
七
年
、
～
九
二
五
年
を
そ
れ
ぞ
れ
地
理
学
史

上
の
画
期
と
み
な
す
の
は
、
そ
れ
ら
の
年
に
、
近

代
地
理
学
成
立
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
で
き
ご

と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
順
に
、
『
地

学
雑
誌
聴
（
地
学
会
）
創
刊
、
日
本
最
初
の
地
理

学
講
座
輪
宝
（
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
）
、
日

本
地
理
学
会
の
成
立
の
年
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
三
つ
の
で
き
ご
と
に
限
ら
ず
、
い
く
つ
も
の

重
要
な
で
き
ご
と
が
同
年
あ
る
い
は
そ
の
前
後
の

年
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
編
者
の

地
理
学
用
番
に
つ
い
て
は
、
「
解
説
」
と
と
も
に
、

編
者
の
こ
れ
ま
で
の
著
書
、
す
な
わ
ち
、
『
近
現

代
日
本
地
理
学
思
想
史
』
（
～
九
九
二
年
）
、
『
日

本
地
理
学
史
論
臨
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
噌
地
理
学
史
』

（
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
明
治
・
大
正
期
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
文
献
を

ひ
ろ
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
収
録
し
た
本
選
集
の
刊

行
に
よ
り
、
編
者
は
そ
の
地
理
学
史
像
を
、
い
っ

そ
う
の
説
得
力
を
も
っ
て
提
示
で
き
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
本
選
集
に
収
め
ら
れ
た
文
献
が
、
同
時

代
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な

位
置
を
占
め
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
解
説
お
よ
び

そ
れ
に
付
さ
れ
た
「
近
代
造
本
地
理
学
文
献
年

表
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
小
川
琢
治
、
小
田
内
通
敏
、
辻
村
太
郎
、

牧
口
常
三
郎
、
三
沢
勝
衛
が
お
こ
な
っ
た
研
究
に

つ
い
て
は
、
上
記
の
編
者
の
著
書
の
な
か
で
、
す

で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
現
在
で
も
地
理
学
は
、
そ
の
性
質
上
、

人
文
科
学
・
自
然
科
学
の
双
方
に
ま
た
が
る
学
問
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領
域
で
あ
る
が
、
そ
の
傾
向
は
本
選
集
の
対
象
と

す
る
明
治
・
大
正
期
に
は
よ
り
い
っ
そ
う
顕
著
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
、
本
選
集

に
収
録
さ
れ
た
論
文
等
の
著
者
が
せ
ま
い
意
味
で

の
地
理
学
者
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
点
に
も
表
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
い
っ
ぽ
う
、
せ
ま
い
意
味

で
の
地
理
学
者
た
ち
の
著
作
に
も
、
歴
史
学
、
農

学
、
地
質
学
、
地
形
学
な
ど
隣
接
諸
分
野
の
成
果

を
摂
取
し
た
跡
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
本
選
集
は
単
に
「
地
理
学
文
献
選
集
」
と

い
う
規
定
の
み
に
は
お
さ
ま
り
き
れ
ず
、
い
わ
ば

近
代
日
本
に
お
け
る
知
的
営
み
の
軌
跡
の
一
面
を

照
射
し
う
る
性
格
を
も
有
し
て
い
る
。
本
選
集
を

ひ
ろ
く
学
界
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

（
A
5
判
　
二
〇
〇
七
年
五
月
・
八
月
　
ク
レ
ス
出
版

　
揃
定
価
－
　
著
書
九
万
円
、
H
　
税
別
九
万
四
千
円
）

（
柴
田
陽
一
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
院
生
、
日
本
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
振
興
会
特
別
研
究
員
）

介紹
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